
主 題 名：ハッチを開けて、知らない世界へ  

内容項目：感動、畏敬の念  

 
     

朝礼講話 

 「脚下照顧」校長先生が朝礼で紹介して 

くださった言葉です。「自分の足元を見よ」 

「自分の行動を見よ」という教えですが、 

右の詩は分かりやすく、いつも行動として 

身に付くように作られたそうです。日頃か 

らできているかと問われた時、どれだけの 

人が胸を張って「はい」と答えることがで 

きるでしょうか。 

 躾、心の在り様、準備、心構え、人間性 

など、様々なメッセージがこの詩には込め 

られているように感じました。 

 

振り返りと次への準備 

 今日から７月に入り、１学期も残すところ１３日間の登校日となりました。今年

は梅雨明けも早く、暑い夏となりそうです。最高学年へと進級し、３ヶ月が終わり

ました。下級生をリードするべく、学級スローガンに「栞」を掲げて突き進んでき

ましたが、日々の学校生活、修学旅行、部活動の大会、そして２回の定期考査の実

施など、非常に中身の濃い１学期だったのではないでしょうか。一つ一つの場面で

どんな力を身に付け、成長できたのかをしっかり振り返ってみてください。 

 夏休みが終わると忙しい２学期が始まります。行事に追われる日々ですが、受験

生として２月を見据えた学習にも取り組まねばなりません。全体の流れをイメージ

しながら、それぞれの場面で計画的に行動できるようにしましょう。そのための準

備を夏休みでしてほしいと思います。 

 「誠の他に道はなし」の学年目標を胸に刻んで、一人一人がそれぞれの目標に向

かって嘘、偽りのない心で邁進していくことを期待しています。 

今週の道徳 

 宇宙飛行士・野口聡一さんの宇宙飛行体験についての資料を読み、生命の気配を 

感じない宇宙の神秘や地球の美しさを知った話から本当の感動とは何か考えました。

また、非日常の体験に関連して修学旅行での感動と資料で読み取った感動を比較し、

多様な視点から考えることができました。 

【ワークシートより】 

・感動する「もの」は違っても感動の「仕方」は同じなんだと思った。 

・感動について新しい視点を見つけられ、考えを深めることができた。 

・畏敬の念という考え方について知ることができた。 
 

マスク着用について 

 第一中学校では、文科省や東京都の感染症対策を受け、下記のとおりマスク着用

についての生徒指導を行っています。保護者の皆様のご理解、ご協力をお願いいた

します。 

〇屋外の活動では、熱中症予防の観点から会話をする時以外、原則マスクを着用し 

ない。 

※特に屋外での運動は、原則マスクを外して行う。 

※感染症対策からマスクを外したくない場合は、熱中症に十分留意すること。 

〇屋内では、基本的な感染症予防対策を継続して行う。 

 ※屋内での運動も熱中症予防の観点から原則マスクを外して行う。 

 ※授業中の対話的活動時は、マスク着用＋αを継続して行う。 
 

来週の時間割 
 ４日（月） ５日（火） ６日（水） ７日（木） ８日（金） 9日（土） 

A B A B A B A B A B A B 

1校時 理科 体育 英語 社会 英語 社会 

2校時 体育 数学 体育 体育 社会 英語 

3校時 数学 音楽 国語 技術 美術 数学 道徳 

4校時 道徳 国語 数学 理科 理科 保護者会 

5校時 英語 英語 社会 美術 技術 国語  

6校時 学活 理科  英語 学活 

※６日（水）は研修会のため、５校時終了後に下校となります。 

大島町立第一中学校 

第３学年 学年通信 第1４号 

令和４年７月１日（金）発行 誠他道無

し はきものをそろえる 

はきものをそろえると  

心もそろう 

心がそろうと はきものがそろう 

ぬぐときにそろえておくと 

はくときに心がみだれない 

だれかがみだしておいたら 

だまってそろえておいてあげよう 

そうすればきっと  

世の中の人の心もそろうでしょう 
 

藤本幸邦（長野県円福寺住職） 


